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横浜市は、障害者のスポーツ・文化活動などをデジタル技術で支援する実証実験を始めると発表した。ソフトバンクや大日本印刷など6件の提案を採択した。

実証実験は6月から順次開始し、7～8月には三菱総研DCS（東京・品川）が障害のため発声や会話が苦手な子どもがロボットをアバター（分身）として思いを伝える体験会などを予定している。

提案は、横浜市のビジネス創出の場である「I・TOP横浜」と連携して募集していた。

採択した提案はほかに、ICT（情報通信技術）を活用して遠隔地からスポーツの指導や文化学習を受けられるオンラインレッスンツール（ソフトバンク）や、柔らかい剣とスマートフォンのアプリを使って障害や性別などに関係なくフェンシング競技を体験できる環境の提供（大日本印刷）など、多岐にわたる。



